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　もともと文学は、明治時代に英語の「literature」の訳

語として誕生した言葉だといわれる。かつて、文学作品

を読むことは教養でもあった。現代では、文学で表現さ

れているのは文学作品だけでなく、短歌、俳句、詩、演

劇、脚本、漫画など幅広い。そのような状況の中で、改

めて文学とは何かと問う場合、文学とは「言葉だけで、

人々をその世界に巻き込み、人を動かしていく表現ジャ

ンル」と捉えることができる。

　ところで、2022年度から実施される高校の新学習指導

要領では、国語の科目構成が大幅に変更された。「現代の

国語」と「言語文化」が共通必履修科目、「論理国語」「文

学国語」「国語表現」「古典探究」が選択科目となった。

国語で扱う素材を文学的な文章と論理的な文章に分ける

こと、文学における論理性の有無などに関しても、多彩な

議論が起こり、国語教育の在り方に注目が集まっている。

　そこで、今回は、言語学を含めて日本文学を紹介する

とともに、国語教育についても考えを聞いた。大学での

学びや研究だけでなく、高校の学びも含めて、近現代日

本文学、古典文学、言語学などの立場から研究と教育の

実情を報告する。

日本文学
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言葉だけで人を動かし
他の表現ジャンルに大きな影響を与える文学

　文字で表現されているのは文学作品だけではない。
短歌、俳句、詩、映画や劇などの脚本のほか、漫画
もセリフは文字だ。このように表現方法が多様であ
る現代において、「文学」とはどこまでを指すのか。
さらに、文学の中での日本文学の位置づけや、日本
文学の主な研究対象や研究手法の特徴、トピックス
について、日本大学文理学部長の紅野謙介教授に話
をうかがった。

かつては教養の一端を担っていた文学も
現在では相対的な価値が低下

　みなさんが、現在、文学と聞いて思い浮かべるのは、図

書館や書店で文学コーナーに置かれている作品、あるい

は「世界文学全集」「日本文学全集」などに入っている作

品でしょう。

　文学は、明治時代に英語の「literature」の訳語として

当てられ、当時から人々を啓蒙するような役割を担って

きました。明治時代の夏目漱石や森鷗外あたりから始ま

り、1970年代頃まではそういう傾向がありました。とい

うのも、日本では欧米のような本格的な哲学が育たなか

ったからです。アカデミックな哲学は大学の中には存在

しましたが、生活の中でものを考えたり、生き方を振り

返ったりするような日常生活に溶け込んだ哲学はありま

せんでした。ですから、その機能を文学が担っていたの

です。読み物としての面白さや芸術としての役割以外に、

人の生き方や世界観を映し出す装置としての機能を有し

ており、政治家も財界人も科学者も、文学を読みました。

文学は、趣味を超えた教養だったのです。

　ところが、こうした文学の価値は次第に崩壊していき

ます。文学以外に、自分の人生を考える上での糸口にな

るようなエンターテインメントや表現ジャンルが増えて

きたからです。特に1970年代から2000年代までは、少

年漫画や少女漫画が重要な位置を占めました。とりわけ

少女漫画は、若者が人生を考えることについて精緻で繊

細に思索できる内容も備えていたため、若者に影響を与

えました。そのため、もはや文学だけが教養の一端を担

うという状況ではなくなってきたのです。同時に、哲学

者もアカデミックな場所から飛び出し、平易な言葉で、

人の生き方や世界観を語るようになってきました。

　このように文学が担わなければいけなかった部分を、い

ろいろなものが担い始めた結果、現在では、文学の価値

は相対的に低下しています。しかし、文学の価値がなく

なったわけではありません。日本では１世紀近く教養の

一端を担ってきましたし、言葉だけの世界でそれを実現

してきたわけですから、文学の世界で培った経験や知識

は、多方面に応用されるようになっています。

他の表現ジャンルと交流するなかで
文学の持つ批評性への期待も

　文学は、「言葉だけで、人々をその世界の中に巻き込み、

日本大学文理学部長　紅野 謙介 教授

紅野謙介教授プロフィール
　近現代文学が専門。新聞雑
誌、出版と結びついた文学の成
り立ちや仕組み、文学が生み出
され、同時に読まれて消費され
ていくサイクルなどを研究。
　単著として、『書物の近代　
メディアの文学史』（ちくま学
芸文庫）、『投機としての文学　

活字・懸賞・メディア』（新曜社）、『検閲と文学　1920年
代の攻防』（河出書房新社）、『物語岩波書店百年史１　「教
養」の誕生』（岩波書店）など。共著として、『日本近代短
篇小説選』全六巻（岩波文庫）、『高校生のための近現代文
学ベーシック　ちくま小説入門』『高校生のための近現代文
学エッセンス　ちくま小説選』（筑摩書房）、『検閲の帝国　
文化の統制と再生産』（新曜社）などがある。
　学習指導要領の改訂について数多く発言し、単著として
『国語教育の危機――大学入学共通テストと新学習指導要
領』（ちくま新書）、『国語教育　混迷する改革』（ちくま新
書）、編著として『どうする？どうなる？これからの「国語」
教育』（幻戯書房）などがある。

Profile

概説
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人を動かしていく表現ジャンル」と捉えることができま

す。そのため、近年は、言葉だけの世界に純粋化した作

品も増えています。例えば、多和田葉子氏のように複数

の言語の狭間で言葉にこだわって作品を書く作家が活躍

しているほか、ミュージシャンや演劇人で小説を書く人

が出てきているのは、音楽活動や演劇活動の中で言葉の

魅力を知ったことで、言葉だけの世界で勝負してみたく

なったからではないでしょうか。それだけ言葉には、そ

れ自体が持つ強さがあるということです。

　また、文学は、教養の担い手としての存在から解放さ

れたことで、人々を動かすツールとしてのエンターテイ

ンメントの要素も強くなってきています。　

　ゲーム業界でも、文学に注目するゲームクリエーター

も出てきました。彼らは、ユーザーをゲームの世界に巻

き込むために、どのような仕掛けや話のプロットを作れ

ばいいのかを常に考えています。ところが、そういった

仕掛けをいちばんシンプルに示しているのは、言葉だけ

で構築された文学作品です。だからこそ、文学を追究す

ることで、エンターテインメント性を高めようとしてい

るのでしょう。

　ただ、文学を追究することで得られる、わくわくする

ような物語的な要素は、エンターテインメントの重要な

要素ですが、物語の中に取り込まれていくと、現実が見

えなくなる危険性もあります。今、現実の世界は「物語」

であふれています。「Society5.0」は最近よく耳にする言

葉ですが、これも典型的な物語ですし、「東京2020」も

日本が１つになるという物語的な幻想といえます。文学

は「物語」でもありますが、一方で、現実を冷めた目で

見る、「批評的な視点」が大切にされています。物語に対

して冷めた目を持つ純文学的な批評性が、今こそ必要な

のです。

言葉は意味を媒介するだけでなく
呪詛やそれを解除する機能も持つ

　文学にも幅広いジャンルがありますが、広義に捉えれ

ば、言葉によって表現されたものはすべてを文学と定義

することができます。評論やエッセイのようなものであ

っても文学です。なぜなら、能や骨董の価値に気づかせ

てくれたり、山の風景の描写から世界の裂け目に気づか

せてくれたりするような瞬間が描かれていれば、「言葉だ

けで、人の感情を動かしてくれる」からです。

　文学の持つこの働きは、言葉の力に対する気づきを

人々に与えます。言葉は、単に意味を伝えるだけでなく、

心を捉えます。言葉には人を呪縛する力があります。特

に、詩歌は、言葉の霊力、呪力を使っている表現と言え

ますね。言葉には人を呪縛する力があるという典型的な

例がいじめです。いじめで投げつけられる言葉は、知ら

ないうちにその言葉を投げつけられた人の心を捉えてし

まいます。しかし、その呪縛を解くことができるのも、言

葉なのです。

　現在でも、我々は普段の生活の中で、無意識に言葉の

力を信じた行動をとっています。SNSで絵文字を使うの

は、本来は言葉の力を通して伝えたいことを、自らの語

彙の不足と表現の不十分さのために別の記号で補おうと

しているわけですし、ビジネスメッセージで書き出しと

結びの言葉を工夫するのも、言葉に人の関係性をつなぐ

力があると信じているからでしょう。文学を学ぶという

ことは、そうした言葉の力に気づき、その力を有効に使

えるようにするという大きな教育的な意義があるのです。

大学では総論と各論を組み合わせて学ぶ
現在の文学研究はテクスト分析が主流

　大学では、文学について、総論と各論を組み合わせて

学び、研究するのが一般的です。総論は、日本文学はど

のような系譜のもとに、どのような変化を遂げてきたの

かを大まかに把握することが目的です。過去の作品を分

析できないと、現在も未来も分析できないからです。大

学では「〇〇文学史」や「〇〇入門」といった科目名で

開講されています。

　各論では、さまざまな観点に注目した分析を行います。

例えば、ある時期の文学がどのように変化するのかを、１

つの時代や、数人の作家に注目しながら、その文学が社

会の中で誕生し、受け入れられ、変化していくダイナミ

ズムを分析するといった研究を行います。このように分

析することによって、一定の歴史的、社会的、文化的な

条件の中で変化する過程が見えてくるのです。そうなれ

ば、この過程を、現代を見るときの「参照枠」として使

える可能性があります。

　各論の観点は、表現やメディア、物語の中身です。文

学作品は、それが発表された新聞や雑誌を抜きには語れ

ません。週刊誌に連載された文学は、その読者層から一

定の支持を得られるようなテーマを選んだり、表現をし

たりするでしょう。そうなると、メディアとの関係を分

析することも必要です。さらに、執筆された時代を色濃
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考え方が台頭し、テクストを詳細に分析する研究へとシ

フトしてきました。文学部に入ると学ぶ分析手法である

「ナラトロジー」も、物語の語り手と読者の反応を詳細に

分析する手法で、テクスト分析の１つの手法と言えます。

作家の受容と評価に関する研究
夏目漱石は死後の方が評価が高い！？

　日本文学研究の最近の新しい流れの例として２つ挙げ

てみましょう。１つは、作家の受容と評価に関する研究

です。現在ではよく知られている、夏目漱石や宮沢賢治

ですが、実は、生前よりも死後の方が評価は高いのです。

その評価も時代によって微妙に変化しています。作家が

受容されたり評価されたりする背景には、どのような要

因が影響しているのかが明らかになれば、その時代の文

学概念を照らし出すこともできますし、現在、評価が高

い理由を分析できれば、現在という時代を考察すること

もできます。

　もう1つは、アダプテーション（adaptation）の研究

です。文学におけるアダプテーションとは、文学作品が

映画化や漫画化される過程において何が起きるのかを調

べる研究です。その過程において何が加えられ、何が失

われたかを考察することもできますし、現役の作家であ

れば、映画化によって作家自身がどう変化したかも分析

することもできます。多様な表現方法が林立する現代だ

からこその研究と言えます。

生徒の興味・関心を引きつける授業が大切
教員が良き読み手、言葉の使い手でありたい

　最後に、新学習指導要領の国語＜資料＞の課題につい
て話しておきたいと思います。まず、「文学」を小説や詩

歌だけに限定している点です。実用的な文章だけで、レ

く映していることから、日

本社会の歴史的な分析にも

使えます。このように文学

研究は、社会学や歴史学な

どにもつながる、間口の広

い研究と言えるのです。

　現在の文学研究は、テク

スト分析が主流になってい

ます。作品は書かれた瞬間

から作者の手を離れ、テク

ストとして独立するという

トリックや表現を教えられるとは思えません。何よりも

大切なのは、フィクションの力を使うことで、生徒の興

味・関心を引きつける授業を行うことのはずです。言葉

そのものに興味を持ってもらうことが必要なのに、生徒

が興味を持てないような素材文ばかりでは、結果的に、生

徒の国語力を育成することができず、将来の国語力が低

下する恐れがあると思います。また、学習指導要領が大

枠を示すものではなく、高校の指導に対する強制力を伴

ったものになっている点も大きな問題です。

　読解力の向上が大きく求められている背景には、

OECDによる国際的な生徒の学習到達度調査（PISA）で、

読解力の順位が低下していることが影響しています。し

かし、この調査は義務教育修了直後の生徒が対象であり、

読解力が低下したのは小・中学校段階の学習指導要領に

問題があったからではないでしょうか。今回の学習指導

要領の改訂では、小・中学校の学習指導要領の内容は良

く、高校の学習指導要領の内容が課題とされてきました。

小・中学校の学習指導要領の考え方をベースにした今回

の高校の学習指導要領の改訂には、不安を覚えています。

　国語教育の充実を図るには、まず、高校の先生方が好

きな書き手を持ち、それを生徒に魅力的に語れるかが大

切だと思います。言葉に説得力を持たせるのは、言葉の

内容だけでなく、その人がどのように語ったのかという

態度や姿勢であり、その背後に透けて見える教養のよう

なものだからです。また、教員自身が言葉に対して繊細

であってほしいと思います。学校はたくさんの言葉が飛

び交う世界で、ともすれば乱暴な言葉が出たりすること

もあります。しかし、せめて国語の教員は、言葉を教え

る担い手として、繊細な感覚を持ちつづけてほしいと思

います。

＜資料＞高校の新学習指導要領　国語の科目構成より抜粋

（文部科学省資料より、「現代の国語」「論理国語」「文学国語」の部分のみを抜粋）
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古典文学と現代文学を
区別することなく
文学の１ジャンルと
考えることが大切

　日本文学の世界では、長い間、江

戸時代以前に書かれた作品を古典文

学として扱ってきました。しかし、

現在は、そうした境界が曖昧になっ

てきています。新学習指導要領でも、

国語の共通必履修科目「言語文化」

では、文学を広く文化という視点か

ら捉え、古典（江戸以前）と近代（明

治～戦前）、現代（戦後～）の文学を

明確に分けないで扱っています。

　言葉に注目すれば、日本では古く

から日本固有の大和言葉が使われて

いましたが、それを表現する文字は

持っていませんでした。大陸文化が

伝来してからは、漢字をベースにか

な文字が作られ、かな文字で書かれ

た和文体が成立します。『源氏物語』

などが典型です。

　一方で、公的な書物には漢文が使

われていましたが、次第にそれを基

にして和製漢文が作られていき、さ

らにその漢文を日本語の語順で訓読

みにし、読みやすくした漢文訓読体

という文体が登場します。平安時代

の終わり頃になると、和文と漢文そ

れぞれの長所を活かして組み合わせ

た和漢混淆
こう

文と呼ばれる文体が誕生

します。『平家物語』はその完成され

た形を示しており、和漢混淆文の魅

力たっぷりの作品となっています。

現在使われている現代語の文章も実

は和漢混淆文なのです。

　古典文学には、和文体や漢文訓読

体、和漢混淆体が入り交じっていま

すが、重要なのは、表現する文体が

どのように変化しても、日本語その

ものはずっと連続しているというこ

とです。もちろん、現代文と違って

古文は容易に意味が理解できません。

同じ日本語なのに、時代によって言

い方が違ったり、ニュアンスが違っ

たりしているからです。

　しかし、現代日本語にも方言があ

ります。そう考えれば、古文は「時

の方言」、すなわち時間的な広がりを

持つ日本語の方言と捉えることもで

きます。方言の一種だと思えば、古

典文学だからといって特別視するこ

となく、方言で書かれた小説のジャ

ンルだと思って読み進めていくこと

ができるのではないでしょうか。

品詞分解と
現代語訳だけの学習が
古典の授業をつまらなくする

　古典文学は大きく、韻律や押韻と

いった一定の規則に従って書かれた

「韻文」と、韻律など定型に捉われな

い通常の文章である「散文」に分か

れます。現代でも俳句や短歌などの

形で韻文は残っていますが、古典文

学では、韻文である和歌が人の気持

ちや感情を表す表現形式として非常

に重要な役割を果たしています。　

日本最初期の物語である『竹取物

語』ですでに和歌が大切な役割を果

たしていますし、『源氏物語』も、

『伊勢物語』『大和物語』などの歌物

語の系統から発展しています。散文

には、説話や歴史物語、王朝文学、

軍記物、紀行文、随筆などさまざま

なジャンルがありますが、江戸時代

までの古典文学には、あらゆるとこ

ろに和歌が影響を及ぼしており、和

歌は、古典文学では欠かせないもの

といえます。

　ところで、文学について文字テキ

ストを読んで享受するという形が主

流となるのは、日本では江戸時代に

出版文化が発展し、識字率が飛躍的

に高まって以降のことです。例えば

「古文は時の方言」と捉え
多彩な方法で作品世界を味わう
　古典が苦手だという高校生も多いことだろう。そもそも現在では使わ
れていない言葉や文体が使われているし、生活様式も現代とは異なるた
め、何が描かれているのか理解することが難しいからだ。しかし、それ
らの言葉や生活様式も、現代日本の言葉や生活と一連のものであり、そ
こに描かれている人々も我々と同じ人間だ。登場人物たちの感じ方やも
のの見方、世界観が反映されている古典文学の作品世界を味わうことは、
現代の社会や世界を見る視点を広げてくれるはずだ。

横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授

三
宅 

晶
子 

教
授

古典文学 奈良大学　文学部　国文学科
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平安時代のお姫様たちは、女房に文

章を読ませて、自分は絵を見て楽し

んでいました。「芸能」という形で成

立していった作品もあります。印刷

技術が登場する以前の古典文学は、

人々が楽しむためには写本に頼るし

かありませんでしたが、写本は手書

きで作成された文書のため多くの人

に行き渡らせることは困難です。鎌

倉時代や室町時代など中世になって

文化の伝搬が民衆にまで及ぶように

なってくると、多くの人々を集めて

作品を読んで聞かせたり演じたりす

る「芸能」が、文化の中で重要な位

置を占めるようになります。仏教の

説法もその一種でしょうし、そこか

ら派生した「猿楽」（明治時代から

は「能楽」）は、古典芸能として大き

な比重を占めるようになります。そ

のため、古典文学を味わうときには、

学ぶ対象を、古文や漢文といったテ

キストだけで著された作品だけでな

く、絵巻物や音楽や舞踊など、視覚

や聴覚へ訴える要素を持った作品に

も広げる方が、より良く古典文学の

作品世界を理解できるはずです。

　私は長く横浜国立大学教育学部で

教鞭を執りながら、中学校や高校の

古典教育も調査しています。現在の

高校の古典の学習では、こうした幅

広い古典文学の味わい方をすること

が難しいのが実情です。古文や漢文

の大学入試問題で、品詞分解や現代

語訳が求められるため、多くの学校

では、授業が品詞分解と現代語訳に

終始してしまう傾向が強いからです。

もちろん、正しい品詞に分解するこ

とは、作品をきちんと理解する上で

大切なことですが、そこに力点を置

くあまり、古典の学習がつまらなく

なり、結果的に古典嫌いの人を作っ

ているのだとしたら本末転倒です。

や装束、声の調子など、五感をフル

に活用することで、古典芸能の世界

を理解し楽しむことができます。

　古典文学の学習は、テキストだけ

に頼る必要はありません。作品世界

の理解に必要ならば、芸能、演劇、

映画、音楽など、あらゆるものを総

動員すればいいのです。教科書の口

絵でさえ、作品理解の一助になるは

ずです。その場合も原文は大切です。

古典芸能に接する場合も、原文にあ

たり、鑑賞前のポイントをつかんだ

上で、事後学習をするようにすれば、

作品世界の理解が深まります。可能

ならば大学の研究者の助けを借りて

もよいと思います。

　古典文学の作品世界を味わうこと

ができるようになると、現代の世界

や社会の見方が変わります。時を越

えた人々の考え方や感じ方を知るこ

とで、世の中を重層的に捉えられる

ようになるからです。このような視

野の拡大にこそ、古典文学を学ぶ意

義があるのだと思います。

入り口は現代語訳や
古典芸能でもいいが
最終的には原文で
作品世界を味わいたい

　古典文学を学ぶ上で、最も大切な

のは、「作品世界を味わう」ことです。

古典文学には、歴史の資料ではうか

がい知ることができない、その当時

に生きていた人々の生の声が反映さ

れています。テキスト自体は、もう

少し後の時代の写本かもしれません

が、ある程度はそのままの形で残っ

ています。もし『源氏物語』がなけ

れば、平安時代の人々が考えていた

こと、感じていたこと、表現の仕方

はわからなかったわけです。古典文

学を味わうことは、それらを時の隔

たりを感じさせないで直接受け取る

ということです。

　できれば作品全体を読んでほしい

と思います。教科書では一部分だけ

を扱わざるを得ませんが、自分で挑

戦できると良いですね。作品全体を

読むためには、作品世界の本質をし

っかり捉えている現代語訳から入っ

ても構いません。本質をつかんでい

れば漫画であってもいいと思います。

ただ、ついでに原文も読んでほしい

と思います。現代語訳ではしっくり

こなかったことが理解できたり、言

葉の面白さに気づいたりできるから

です。

　また、古典文学を理解するには、

「見ること」も重要です。その意味

で、古典芸能を利用することも非常

に有効だと思います。私の授業では、

例えば『勧進帳』をテーマに、テキ

ストで意味を理解した上で、能〈安

宅〉を２回、歌舞伎の『勧進帳』を

２回くらい見てもらいます。演じる

人も、表現の仕方も違いますが、面

＜写真＞能「千手（千寿）」

（Yuji Sakai/Stone/ゲッティイメージズより）
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1990年代頃から流行した
ライトノベルから
ライト文芸へ

　ヤングアダルトとは、発達心理学

においては成人前期を指す言葉であ

り、英語圏の図書館学ではおよそ中

学生から高校生にかけての世代に当

たります。そして、後者の世代を想

定して制作される小説やマンガ、ア

ニメ、音楽、映像作品、ファッショ

ンなどをヤングアダルト文化と総称

することができます。

　日本でこのような認識が一般的に

なったのは1990年代のはじめ頃で

した。それまでは、中高生向けの図

書は、児童書の中に埋もれていたり、

一般書の中から探したりしなければ

なりませんでした。しかし、ヤング

アダルト・サービスの浸透に伴って、

最近では、児童書と一般書との間に

ヤングアダルトコーナーを設けて、

この世代の読者に向けて書かれた書

籍を置く図書館が大半です。

　ヤングアダルト文化が広がってい

た1990年代頃に、中高生の間で流

行していた書籍がライトノベルでし

た。これは、英語のLightとNovel

を組み合わせた造語です。明確な定

義はなく、近年だいぶ状況も変わっ

てきていますが、おおむね「中高生

を対象に、マンガやアニメのキャラ

クターのような人を登場人物として、

挿絵や会話を多用したエンターテイ

ンメント性の高い作品を、文庫本の

シリーズとして刊行したもの」と理

解することができます。1990年代で

は、神坂一『スレイヤーズ』、水野良

『ロードス島戦記』といった作品が

代表的です。

　ただ、現在の中高生は流行してい

た時期ほどライトノベルを読んでい

ません。また、かつてヤングアダル

ト書籍で多く読まれたあさのあつこ、

重松清なども、読まれなくなってい

ます。中学校も高校も３年間で生徒

は卒業していくので、非常に移り変

わりが早く、今の中高生が何を読ん

でいるかについての情報を常に更新

していくことが、この時期の読書を

捉える上ではとても重要です。

　現在の中高生に最も読まれている

のはライト文芸と呼ばれるジャンル

です。これはもともと、ライトノベ

ルよりもう少し年齢層の高い女性を

想定読者にしたエンターテインメン

ト小説で、マンガやアニメというよ

りは、ドラマや映画を意識した作り

になっています。例えば、三上延

『ビブリア古書堂の事件手帖』や河

野裕『いなくなれ、群青』などが挙

げられます。青春小説なども多く含

まれるので、特に中高生女子が手に

取りやすくなっているようです。

映像の世界と
密接に関係している
ヤングアダルト文化

　ヤングアダルト文化を研究する上

で重要なのは、文学も映画やマンガ、

アニメなど、他の表現ジャンルとの

関係で捉えていくことが重要だとい

う点です。近年では、日本近代文学

研究も、書籍だけで文学を考えるこ

とは難しい状況になっています。例

えば、国語の教科書にも登場する横

光利一の『春は馬車に乗って』は映

像的な手法で書かれていますし、川

端康成など新感覚派の作家たちと映

画の撮影もしているので、当然、そ

れらと文学作品との関わりが問題に

なるわけです。

　小説の世界と、マンガやアニメ、

映画の世界が深く関わっているのが、

現代文学の状況であり、ヤングアダ

ルト文化は、そうした状況をより色

濃く映しています。そのため、ヤン

グアダルト文化を考える際は、ヤン

グアダルト書籍を文学的に考えるだ

けでなく、アニメやマンガ、映画を

踏まえて分析する必要があります。

　私は人文学部の１年次向けの授業

として「ヤングアダルト文化研究」

中高生向けの作品の特徴を踏まえ
読書指導や国語教育への活用を考える
　小説には、時代小説、恋愛小説、推理小説（ミステリー）、SF、ファ
ンタジーなど実に多様なジャンルがある。また、小説がマンガやアニ
メ、映画などの原作になったり、逆に映像作品やマンガが小説化された
りと、小説の世界はメディアを超えた広がりを見せつつある。その中で
中高生向けの小説や映像作品も数多く登場しており、他の世代に向けた
作品とは異なる特徴を持っている。

ヤングアダルト文化研究 東海学園大学　人文学部　人文学科
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というタイトルの授業を担当してい

ますが、ここでは、文章を学問的に

読解するやり方を、こうしたメディ

アの研究とどのように接続させてい

くかについての基本的な考え方を学

生が学びます。その上で、中学校・

高等学校の国語教員や、図書館で司

書になりたいという学生が、中高生

の文化について考えるきっかけを作

ることをめざしています。例えば

2019年度は、森橋ビンゴのライト

ノベル『この恋と、その未来。』を取

り上げ、性の問題やメディアの特徴

について考える授業を行いました。

　ライトノベルに目を戻せば、文章

がかなり説明的になりやすいという

特徴があります。想定読者が中高生

だということで、状況がはっきりわ

かるように丁寧に書くことが求めら

れているからです。ライトノベルに

は、豊富な挿絵もありますし、文章

そのものにも作中人物の視覚的な要

素がかなり入り混んでいます。だか

らこそ、アニメやマンガとの親和性

が高いともいえるのです。

　こういった授業でライトノベルを

扱う難しさは、読みやすく、エンタ

ーテインメント性も高いため、さっ

と読めて面白いのですが、学生がそ

れだけで終わってしまいがちになる

ところです。実際には、こうした文

章を分析的、論理的に読んでいくこ

ともできるのですが、そのためには

分析の仕方や論理的な考え方につい

て、多くのことを学んでいく必要が

あります。中学校、高等学校で行わ

れている朝読書で、エンターテイン

メント小説が読まれてしまうときに、

先生方が指導する際の難しさも、こ

の点にあると思います。

　一方で、楽しい読書を否定してし

まうと、本を読むこと自体から中高

生を引き離してしまう恐れもありま

す。そのため、最初に読んだ小説の

テーマに関わる評論文に読書をつな

げていくなど、いろいろな工夫が必

要になってくるように思います。

語句や単語の
「抜き出し」から脱却し
映像を文章化するなど
さまざまな方法で
書くことへの抵抗感を軽減

　新学習指導要領における「国語」

では、表現する力、とりわけ書く力

が重視されるようになっています。

しかし、高校生に書く力を身につけ

させる指導は、かなり難しいのが実

情です。私自身、高校教員の経験も

ありますから、よく理解できます。

国語の試験などでの語句や単語の

「抜き出し」に慣れるほど、自分の考

えや分析を文章にするのは難しくな

るかもしれません。

　そこから脱却するには、国語の授

業で毎時間、何かを書く時間を設け

ることが必要だと考えます。初読の

感想を書かせている国語の授業は多

いですが、生徒が何か発言するとき

に簡単でいいので文章化してから発

表するというルールを作ったり、あ

らかじめ与えられた決まったパター

ンに従って書いてみたりといった練

習を続けていくことで、書くことへ

の抵抗感を少なくしていくことが大

切でしょう。

　特に、小説を書くなど創作的な文

章を書く場合は、小説で書きたい題

材について何かを調べてから書くよ

うにするとよいと思います。私が大

学生に小説を書かせる授業をした際

には、まず、登場人物の職業や住ん

でいる場所などを設定し、その内容

について調べさせることから始めま

した。細かく調べることで、具体的

な記述につなげていくことができる

からです。高校生の場合は、調べる

時間も限られるでしょうから、例え

ば、休日に街に出て写真を撮り、そ

の中から４枚を選んで４コマ作品に

し、それを資料として起承転結を伴

った文章を書くなど、パターンに沿

った書き方の学習につなげてしまう

という方法もあります。

　読書をきっかけにすることもでき

ます。小説を読んだときに、何かテ

ーマを探し、そのテーマについて自

分の生活と比べて書くのもよいかも

しれません。テーマを探せないよう

なら、最初は教員がテーマを与えて

もいいと思います。映画の一部分や

マンガを観て、それを文章で書き、

小説化する方法もよいと思います。

そうすれば、読書感想文とは違う書

く力につながっていくはずです。

　こうして高校生が書いた文章を評

価する際も注意が必要です。最も重

要なのは、できるだけ文章の内容に

は踏み込まないことです。まずは文

章の形式や論理的な矛盾点など、評

価ポイントをいくつか設定し、それ

を「評価シート」のような形にまと

めて評価することで、できるだけ文

章そのものを客観的に評価するよう

にすると、生徒は安心して書けるよ

うになります。特に生徒は、自分の

考えを内容面で否定されると書くこ

とに対して萎縮してしまうことがあ

るので、文章そのものの客観的な評

価をフィードバックしながら、書く

練習を続けていけば、高校の国語教

育を通して、文章による表現力を身

につけることができるのではないか

と考えます。
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自然に習得している
ことばの法則を明示化し
言語化するのが日本語学

　日本語に限らず、世界中の人々が

使っている言葉は、自然発生的に生

まれ、使い継がれていくなかで、現

在のような形になってきました。も

ちろん、現在も常に変化し続けてい

ます。

　ことばには使い方の「きまり」が

あります。しかし、その「きまり」

自体も表記の取り決めや一部の語の

用法などを除くと、基本的に自然に

できているものです。その意味で、

ことばには「自然現象」といえる側

面があります。

　授業などで、「干す」と「乾かす」

の違い、「～しないで」と「～せず

に」「～しなくて」の違い（例えば、

「前を｛×見なくて→〇見ずに｝歩

く」）などを聞いても、わかっている

ようでなかなか答えられる学生はい

ません。しかし、ことばを使う時、

どう違うのか、どう表現すればよい

のか、などと考えなければならない

時は多いはずです。日本語学は、そ

の日本語の背後にあるさまざまな

「法則」を見つけ、説明しようとする

学問です。

　具体的には、日本語のことばにつ

いて「音声」「表記」「文法」「語彙」

などの面から研究します。わかりや

すい例で説明しましょう。

　「音声」の研究の例として、例えば

女性の名前である「○○子」と「○

○江」を比較してみましょう。「○○

子」の場合、アクセントは最初の音

が高くなるというルールがあります。

一方「○○江」の場合は、逆に最初

の音が低く、後が高いというルール

があります。初めて聞く名前でもこ

のルールはほぼ当てはまり、例えば

「ドラ子」と「ドラ江」という名前

があったとして、その発音も高低低、

低高高、というパターンになります

（ただ、長谷川町子さんの漫画「サ

ザエさん」の「サザエ」の発音は、

なぜか例外なのです！）。このように

話しことばの「音の高さ（アクセン

ト）」にも、仕組みがあります。そう

した仕組みを考えるわけです。

　「文法」についても、いろいろな

「しくみ」があります。「は」「が」の

違いなども興味深いところです。例

えば、「風邪をひいたかな？頭が痛い

なあ」などという時には「頭は痛い

なあ」などとは言いません。しかし、

対比的に「熱はないけれど、頭は痛

いなあ」などと言ったり、「頭は痛

い？」→「うん、頭は痛い」のよう

に、すでに取り上げられていること

を言ったりする場合には、「は」を使

います。そう考えると、「メロスは激

怒した」という冒頭は、「メロス」

を最初から知っていた人のように取

り上げて、作品世界に取り込んでし

まう効果があるのだといえます。昔

話的なパターンなら「どこそこにメ

ロスという男がいた」から始めるこ

とが多いと思います。

　どんな言葉が材料としてあるのか

といったことを考えるのが語彙論で

す。例えば「御協力」での「御」は

「ご」、「御手洗い」の「御」は「お」

ですね。同じ「御」なのに、読み方

が違うことになりますが、この「ご」

「お」の違いは何でしょう。――これ

は基本的には漢語か和語かという語

の出自の違いによります。大体漢語

なら「ご」、和語なら「お」です。

ただし、例外もあります。「御誕生

日」などは本来漢語ですが「お」と

読みます。そして、基本的に外来語

には「御」はつかないのですが、「お

ビール」などもその点では面白い例

外と言えます。

　もちろん、「あした」がもともと

「朝」の意味だったというような歴

史的な変化なども興味深いテーマで

す。

　このほか、文字表記も日本語学の

テーマです。「どーり（道理）」「とー

無意識に使っている日本語の中の法則を探り
表現やコミュニケーションをより豊かに
　我々は、普段は無意識に日本語を使っている。日本語の使い方には、自然
なものと不自然なものとがあるが、どこかに「正しい日本語の使い方」というも
のがあって、それに則って日本語を使っているというわけではない。日本語が
話される環境で、赤ちゃんの頃から自然に習得し、自分でも使うようになるの
が日本語だ。その運用の法則や仕組みを見つけ出そうというのが、日本語学
という学問である。日本語学を学ぶことで、ことばの使い方に対して意識的
になり、豊かなコミュニケーション能力を獲得することにもつながっていく。

日本語学 早稲田大学　文学学術院
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り（通り）」という言葉は、長音の発

音は同じなのに、平仮名で書くと

「どうり」「とおり」となります。こ

うした仮名遣いにも背景があります。

万葉仮名の時代から現代まで、仮名

遣いや漢字の使い方など、日本語の

表記も興味深いテーマです。

日本語の研究をするということ
と「ことばの出会い」

　万葉集をどう「読む」か、自分が

歌をどう「詠む」かなど、古くから

日本語について考えられることはあ

ったのですが、日常的に使っている

ことばを研究対象にすることは、そ

う多くはありませんでした。

　しかし、違うことばと出会う時、

ことばの仕組みを考えることは極め

て重要な課題になります。例えばキ

リシタンの来日は当時の日本語の貴

重な資料を与えてくれます。本居宣

長など古い文化への探究も、ことば

の本格的な研究につながりました。

明治時代など近代化での西洋語の出

会いも日本語の研究につながりまし

た。

　最近で特筆すべきは1980年代に

なってからの海外からの外国人留学

生の増加です。日本語教育の必要性

が高まってきたのです。近年では国

語教育などでもことばを大切にする

必要性が改めて注目されています。

ITの進展もいろいろな側面で言葉へ

の関心につながっています。

　方言も大切なことばですが、最近

の社会の均質化の中で、消滅の危機

に瀕しています。いろいろな意味で、

ことばをとりまく研究の状況が大き

く変化しつつあり、特に最近は、さ

まざまな方向から、さらなる研究の

必要性が叫ばれるようになってきて

います。

ことばを大切にして
人生を豊かにする国語教育へ！

　高校生のみなさんに期待したいの

は、「ことば」の面白さについて考え

ていただくことです。尾崎放
ほう

哉
さい

に

「咳をしても一人」という俳句があ

ります。私がこの句を学習した時、

なんだか本当に寂しいな、すごいな、

と思ったものです。その時はうまく

言えなかったのですが、日本語学的

には、「ても」を「たが」にして比べ

てみるとよくわかります。この句で

は「ても」という逆接の条件的な意

味が効いていて、「咳をしても、何を

しても」、「一人」に帰結する、とい

う寂しさがあります。

　なぜ、こんなことばを使うのか、こ

の表現にはどんな意味やニュアンス

があるのかなど、ことばについて考

えていけば、文学作品をより豊かに

味わうこともできます。もちろんコ

ミュニケーション力の向上にも役立

つでしょう。

　新学習指導要領では、「主体的・対

話的で深い学び」ということが言わ

れています。表現を自分なりに分析

していくような学びも、深い学びと

して大切だと思います。

　併せて、これまでの国語の授業は

「読むこと」が中心で、ことばによる

表現能力を鍛えることがあまり行わ

れてこなかったという印象がありま

す。ぜひどう表現するかということ

をたくさん実践する国語の授業が増

えることを期待しています。グロー

バル社会においては、的確にわかる

力だけでなく、きちんと説明し、説

得できる力も必要です。その力のベ

ースはことばです。ことばを大切に

すること、人生を豊かにする国語科

の学びを期待します。

コミュニケーションも研究し
表現やコミュニケーションを
より豊かに

　企業が採用で最も重視するのは

「コミュニケーション力」なのだそ

うですが、コミュニケーションにつ

いての研究も日本語学のテーマの一

つです。例えば、断るときになんと

言うかなどという問題は、誰しも考

えたことがあることかもしれません。

私の調査では、罪のないうそをつい

て断るという割合が比較的高いよう

です。また、「行けたら行く」と言わ

れた時の来てもらえることへの期待

度は３割程度でした。私たちは相手

の気持ちも考えながらいろいろと表

現を考えていると言えそうです。

　そういえば、ペンを貸してほしい

時なども、「ペンを貸してください」

とストレートに言うだけではなくて、

「ペンありますか」など、いろいろな

言い方があります。

　発せられることばと、本当に言い

たいこととは必ずしも一対一で対応

しているわけではないのです。

　また、敬語の分類について、三分

類から五分類にするという文化庁の

指針が話題になったこともありまし

たが、敬語をどう整理するかという

ことなども重要なテーマです。「ご自

由にお取りしてください」のような

おかしいと言われる使い方をしない

ためにも敬語は大切です。

　こうした日本語学の研究は、日本

語の使い方に意識的になることにほ

かなりません。いろいろなニュアン

スも含めて、より的確に言葉を受け

取れるようにもなれるのではないで

しょうか。

Kawaijuku Guideline 2020.4･5 55



注目の学部・学科

尾
崎 

名
津
子 

准
教
授

文学作品を「分析的」に読むことで
自ら問いを立て得る「批評眼」を養う
　大学で日本文学を学ぶということが、具体的にどのような学びとなるの
か、はっきりとイメージできない人もいるだろう。文学作品を読んで感想
を書くだけであれば、小学生から書いている読書感想文と同じだ。文学の
学びは、そうした世界とは一線を画す。読んで自分が「感じたこと」では
なく、作品そのものをさまざまな視点から客観的に分析し、その作品が持
つ特質や世界観を明らかにしていくことをめざした学びであるという。弘
前大学人文社会科学部尾崎名津子准教授の授業やゼミナールを例に日本文
学の学びを紹介する。

　「『文学と文化』＜表＞は、日本の近
現代文学を学ぶ入門的な科目です。

専門的な文学研究というより、文学

作品の読み方に興味を持ってもらえ

るように、楽しく参加できる授業を心

がけています」と尾崎准教授は話す。

　具体的には、「文学と都市」「文学

と検閲」「文学と占領期」といったサ

ブテーマを毎年設定し、さまざまな

文学作品を、そのサブテーマの視点

から読み進めている。例えば、「文学

と都市」というサブテーマでは、森

鷗外の『雁』を取り上げた。古典の

時代から文学作品で取り上げられて

きた「不忍池」という場所が、さま

ざまな作品の中でどのような場所と

社会や文化に関わる
多彩なテーマを掲げ
文学作品の読み方の
幅を広げる

　弘前大学人文社会科学部では、日

本近現代文学に関する専門科目は２

年次から始まる。講義と演習を行う

授業科目で基礎的な力を養い、３年

次以降はゼミナール（以下、ゼミ）

を通して、さらに深く文学研究を行

う仕組みになっている。

　２年次前期は、講義科目として

『文学と文化』、演習科目として『日

本近現代文学演習Ⅰ』が開講されて

いる。

してイメージされてきたかに言及し、

それを鷗外が図らずも『雁』という

作品で、新しいイメージを創出した

という講義を行うことで、都市にお

ける特定の場所がまとってしまうイ

メージについて考える機会を提供し

ている。学生は、文学と都市の関係

を示す作品をいくつも読むことで、

テーマを持って読むことがどういう

ことかを理解していく。

　一方、『日本近現代文学演習Ⅰ』
は、講義科目とは逆に、作者や社会

との関係を離れ、作品に書かれた言

葉（テクスト）のみから分析するテ

クスト分析の手法を学ぶ授業である。

日本近現代文学に関するテクスト分

析の手法を、ある文学作品を例にし

て紹介し、その後、自分なりの分析

の視点を掲げて、同じ作品を読み直

すのだ。例えば、１つの作品の中で

「誰が見ているのか（視点）」と「誰

が語っているのか（語り手）」が自在

に入れ替わるという特徴があれば、

そうした点に注目しながら、分析的

な読み方を重ねていく。

　「作品を読んで疑問に思ったこと

を、自力で解明する練習といってよ

いと思います。大学で文学を学ぶと

いうことは、一言でいえば批評眼を

養うことです。批評は批判とは異な

＜表＞『文学と文化（Literature and Culture）』の授業の内容予定

第１回：イントロダクション
―なぜ〈都市〉という観点か
ら考えるか

第２回：森鷗外「舞姫」
第３回：森鷗外「雁」
第４回：江戸川乱歩「目羅博士」
第５回：谷崎潤一郎「秘密」
第６回：堀辰雄「水族館」
第７回：織田作之助『わが町』
第８回：中間試験（30分）と前半の

ふりかえり
第９回：川島雄三『わが町』（１）

―プレテクストの読みかえ

第10回：川島雄三『わが町』（２）
―『王将』との比較

第11回：江戸川乱歩「屋根裏の散歩者」
第12回：宇野浩二「夢見る部屋」
第13回：龍胆寺雄「アパアトの女た

ちと僕と」（１）
―「モダン都市」の生起

第14回：龍胆寺雄「アパアトの女た
ちと僕と」（２）
―集合住宅の生活

第15回：期末試験（30分）とふりか
えり

教育 弘前大学　人文社会科学部

（2019年度弘前大学人文社会学部シラバスより一部を抜粋）
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ります。どのような問いを立て得る

かを見極め、その問いを批評につな

げていけるような力を養ってほしい

のです」（尾崎准教授）

文学作品を研究する
前提となる
現代思想に関する
教養や知識に触れる

　２年次後期は、『日本近現代文学』
において、文学理論と現代思想につ

いての講義が行われる。それぞれの

歴史とその後の展開についての理解

を深めるためのものだ。文学研究に

おいては、「テクスト」「作者」「アイ

デンティティ」などのキーワードを

もとにした理論が構築されている。

また、文学批評においても「フェミ

ニズム批評」「ジェンダー批評」「ポ

ストコロニアル批評」「新歴史主義

批評」など、現代思想や哲学に関わ

る知識が前提になっている。この講

義では、そうした文学研究を支えて

いる方法や思想等を学ぶことなる。

　「卒業論文は、先行研究を調べる

ことから始まりますが、先行研究は

多様な現代思想や用語の理解が前提

になっています。ですから、そうし

たものを理解する手助けになるよう

な科目と位置づけています」（尾崎准

教授）

　後期の演習科目『日本近現代文学
演習Ⅱ』では、自分で作品を選び、
自分なりのテーマを設定して読み進

めていく。前期で学んだ文学作品に

対峙する姿勢を、具体的な作品で発

揮していく。例えば、星新一の「ネ

コ」「きまぐれロボット」という作品

を取り上げた学生は、「権力関係」

に注目して分析し、谷崎潤一郎の

『刺青』を取り上げた学生は、女性

作中人物の造形の変容について語り

る。興味深いのは、発表者は簡単な

メモをもとに口頭で発表するのでは

なく、必ず論文の形に書いてきて、

全員の前でその論文を「読み上げ

る」ことを課している点だ。その際

はコピーを全員に配布する。

　「ゼミでの発表は、論文を完成形

に仕上げていくためのステップの１

つだと捉えています。読めば、誤字

や脱字に気づくでしょうし、音読す

ることで日本語としての表現の善し

悪しもわかります。文学を研究する

者として、あくまでも文章を柱にす

るという態度を養成するのに良い方

法だと自負しています」（尾崎准教授）

　卒業論文で取り上げる作品は、日

本近現代文学であれば何でもよい。

小説に限らず、「テクスト」という概

念から読解できる作品であれば、戯

曲でも漫画でも映画でもかまわない。

そのため『ドラえもん』を卒業論文

とする学生もいるという。

　このように、日本文学の学びは、

作品を主にテクスト分析の手法で読

み解いていく方法を修得し、大学で

は「分析的に読む」ことを学ぶ。

　「高校まではテストがあり、大学入

試もあるため、誰がどう読んでもこ

ういうことは言えるだろうという、

最大公約数的なものを読み取ること

がめざされるでしょう。しかし、大

学の授業では、そうした読みを前提

としつつもほんの少し離れて、自分

の読み方を発見していくことが重要

になってくるのです」（尾崎准教授）

の観点から考察するなど、ユニーク

な着眼点も多いという。

　「演習の発表資料は、論文のプロ

トタイプとなる質のものを要求して

います。問題意識や着眼点を明らか

にした上で、先行研究と比較して、

新しい見方を提示するような文章を

書くことで、卒業論文につなげてい

くわけです」（尾崎准教授）

大学３～４年次と大学院生が
合同で参加するゼミナール

　３年次以降、日本近現代文学の専

門教育としてゼミが開講されている。

尾崎准教授のゼミは、３年次だけで

なく、４年次と大学院生も一緒であ

り、各自がそれぞれに取り上げた作

品と、自分なりのテーマを掲げて分

析した結果を発表し、議論を重ねて

いく。

　３年次前期は、尾崎准教授が挙げ

たいくつかの作品の中から１つ選ん

で自分なりのテーマを設定する、卒

業論文で扱う作品とテーマが決まっ

ていればそれを取り上げる、のいず

れでもよい。３年次の夏休みまでに

卒業論文の作品とテーマを決めるこ

とが推奨されており、後期から、全

員が卒業論文の中間発表を行う。

　ゼミに参加する際には、全員が発

表者の取り上げる作品を読んでいる

ことが条件である。そうでないと、

発表者の分析を共有した上での建設

的な議論にならないからだ。１回の

ゼミで２人が発表するため、学生は

毎週２作品を読み込んでから参加す

＜参考＞『日本近現代文学演習』レポートのタイトル（例）

「残酷」だったのは誰なのか―夏目漱石『文鳥』
江戸川乱歩『人間椅子』―椅子と男の変化―
ビオラの役割―ふみー『魔女の家　エレンの日記』
坂口安吾『白痴』―隣人の気違いを通して見る伊沢―
谷崎潤一郎『刺青』―見られる「娘」、見せる「女」―
湊かなえ『告白』における死―森口悠子を中心に据えて―
星新一「ネコ」と「きまぐれロボット」―世界の反転―
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約８割が就職し、４％が大学院へ進学

　 「ひらく 日本の大学」調査によると、2018年度の日本

文学系卒業者を分母とした場合の就職率は83%、大学院等

進学率は4%、その他13%となった。文・人文学系全体で

は、就職率85％、大学院等進学率５％、その他11％であり、

日本文学系と比べて違いはない。また、日本文学系の就職

者のうち、正規就職者は94%、非正規就職者は６%である。

なお、文・人文学系全体は正規就職者94%、非正規就職

者６%であり、日本文学系と割合は同じである。

職業別就職者
事務や販売従事者の割合が約７割

　就職者の職業別割合を「ひらく 日本の大学」調査か

ら見ていく。なお、職業別と産業別（後述）は、2017年

度卒業者のものである。＜グラフ１＞は、日本文学系就
職者の職業別就職率である。割合の高い職業は、事務従

事者、販売従事者、教員、サービス職業従事者、情報処

理・通信技術者の順となった。

　大学別に職業別就職率を見ると、教員の割合が２割以

上の大学もあれば、事務従業者の割合が７割近い大学、

販売従事者の割合が６～７割を占める大学とさまざまで

あり、大学によって職業別就職者の割合は異なっている。

　教員は、幼稚園・小学校・中学校・高校・中等教育学

校・大学・その他（特別支援学校を含む）の合計である。

学校種別の割合は、幼稚園・小学校6%、中学校40％、高

校43％、中等教育学校２％、大学・その他８％と、中学

校・高校・中等教育学校で85％を占める。実際、大学の

ホームページ等を見ると、卒業後の進路の例として、中

学校・高校の国語科教員、図書館の司書、博物館の学芸

員などを挙げている大学は多く、日本文学の専門性を活

かせる職業だと言えよう。

　なお、司書は、都道府県や市町村の公共図書館等で図

書館資料の選択、発注および受け入れから、分類、目録作

成、貸出業務、読書案内などを行う専門的職員である（注２）。

新学習指導要領では、「主体的・対話的で深い学び」の実

現に向けた授業改善に、学校図書館の利用が総則に明記

され、今後、学校図書館の果たすべき役割が大きくなる

と予想されている。

産業別就職者
卸売業・小売業、教育・学習支援業で約３割

 　就職者の産業別割合を見ると＜グラフ２＞、卸売業・
小売業、学校教育を含む教育・学習支援業、情報通信業、

金融業・保険業、製造業、その他サービス業と続く。教

育・学習支援業は、学校教育とその他の教育・学習支援

業が含まれており、うち学校教育が79％と８割近くを占

める。実際にどのような企業で働いているかは、学科ご

との就職状況を公表している大学もあるので、そちらを

ご覧いただきたい。

卒業後の進路

（注1）学科名に、「日本文」「日本語」「国文学」「国語」を含む学科を抽出。ただし、外国語、韓国語、中国語などが含まれている場合は除く。
（注2）文部科学省HPより　https://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/gakugei/shisyo/index.htm

なお、図書館司書の内容については、今回取材した東海学園大学大橋崇行准教授の著書として『司書のお仕事～お探しの本は何ですか？』（勉誠出版）
がある。興味がある方はご覧いただきたい。

事務従事者
38%教員

9%

サービス職業
従事者
7%

　情報処理・
通信技術者
6%

上記以外
9%

販売従事者
32%

卸売業・小売業
22%

情報通信業
10%

金融業・保険業
9%

公務
4%

医療・福祉
4%

その他の
サービス業
8%

製造業
9%

教育・学習
支援業
13%

上記以外
22%

朝日新聞 × 河合塾の共同調査「ひらく 日本の大学」の結果から、日本文学系（注１）の学部・学科の学士課程
卒業後の進路の特徴を見ていく。

（朝日新聞社×河合塾「ひらく 日本の大学」調査より）

（朝日新聞社×河合塾「ひらく 日本の大学」調査より）

＜グラフ２＞日本文学系就職者の産業別割合（2017年度卒業者）

＜グラフ１＞日本文学系就職者の職業別割合（2017年度卒業者）
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